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（２）意識調査の結果
学年

【R7学力調査受検者数】

R7　松江市学力調査分析シート 【松江市立 内中原小学校

教科 分析（成果○／課題●） 改善策（・）
〇与えられた条件をもとに，自分の考えが伝わるように文章を書くことができる。
〇説明文において，叙述をもとに文章の内容をとらえることができる。

●複数の資料から題意に沿った叙述を見付けることが難しい。
●限られた時間で物語文を読み切り，登場人物の行動描写を読み取って答えることが難し
い。

〇最小公倍数・分数の計算などの基礎的な内容について，活用することできる。
〇単位量あたりの大きさについて，着目する視点を理解することができる。

●多角形の角の和を求めるにあたり，選択肢の式の意味を正しくとらえることが難しい。
●テープ図の１単位をもとにした分数倍の量感をつかむことが難しい。

〇情報と情報を結び付けたり，その関係を理解したりすることができる。
〇他者の意見や感想を共有し，自分の考えを広げることができる。

●文と文の接続について，接続詞の位置や前後の関係について正しくとらえることが難しい。

〇どの単元も概ねよく理解することができる。
〇文章題について２つの数量の関係を数直線で表すことができる。

●文字を使った式について，ｘとｙが何を表しているのかとらえることが難しい。
●数直線の意味を正確に理解しおらず，立式につなげることが難しい。

学力との相関が指摘されているもの／教育委員会として注目しているもの

【第5学年】

【第６学年】

第
５

学
年

国
語

・国語だけでなく，他教科でも図書資料やweb資
料など，複数の資料を見比べて自分の考えをまと
める経験を積む。
・短時間で長文を読み切る力をつけるために，読
書時間を確保したり，同じ新聞記事を読んで感想
を交流させたりする活動を設定する。

算
数

・誤答の意味を考え，なぜその数が出たのかにつ
いて議論する機会を確保する。
・どの領域の学習においても，１単位あたりの量と
いう意識をもち，児童の説明においても，「○○を
１とすると」という言葉を積極的に使うようにする。

第
６

学
年

国
語

・授業の振り返りにて短作文の経験を積むだけで
なく，自らの文章を見直して校正する機会を確保
する。

算
数

・立式をする際にｘやｙを使って表す経験を積むこ
とで，それぞれの数が表す意味について考えるよ
うにする。

・文章題を数直線に表すだけでなく，数量関係で
分かることを書き込むことで，立式につなげられる
ようにする。

＜傾向と今後の対策，分析＞
成果○：強み/伸ばしたい点    について  
課題●：弱み/改善を要する点 について

第5学年 112 名

第6学年 111 名

※欠席等により調査によって受検者数が異な
る場合は，最少の受検者数をもって表示

第
５

学
年

〇自己肯定感が高い児童が多い。
〇授業でICT機器を積極的に活用している。
●読書が好きと答えた児童が半数である。

〇話し合いを通して考えを深めたり，自分から
課題に取り組む児童が多い。
〇授業でICT機器を積極的に活用している。
●読書が好きと答えた児童の割合が他の質問
に比べて低い。

第
６

学
年
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自分にはよいところがある

将来の夢や目標を持っている

人の役に立つ人間になりたい

家庭学習1時間以上（平日）

読書は好き

地域や社会をよくするために何かしてみたい

授業におけるICT機器の使用（週3日以上）

授業では課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組む

話し合う活動を通じて考えを深めたり新たな考えに気付いたりする

総合の学習で自分で課題を立てて情報を集め整理し調べたことを発表する

本校 松江市
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